
（別紙３）

～ 令和7年2月14日

（対象者数） 21 （回答者数） 19

～ 令和7年2月14日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・日々の療育も見学してもらいながらより

連携をはかりたい。

2

・保護者同士のつながりも、より深めてい

けるよう日時を決めた交流の場も検討

3

・卒園後のつながりも大事にしつつ、さつ

き園の行事等にも積極的に参加してくれ、

アドバイスや経験談等な事を話してくれた

りしている。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・園の敷地内を有効に活用した園外の遊び

場の検討。

2

・給食に対応できる職員や保護者のサポー

トをできるような取り組み

3

・今後、行政にも現状をみてもらいながら

進める。

○事業所名 指宿市子供発達支援センター さつき園

○保護者評価実施期間 令和7年1月6日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和7年1月6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年2月26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・公設公営である。 ・園の行事へ行政関係者も参加し、活動を

しっかり把握してもらっている。

・保護者送迎である。 ・家庭状況の把握が出来、問題や悩みが出

た場合、すぐに面談等を行い対応できる。

・親の会がある。 ・子育ての中で1人で悩む事なく、同じ悩み

をもつ保護者とのつながりももて、親も成

長はできると実感する。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・園庭がない。 ・近くの土地を借りて土山遊びや畑活動を

行っている。

・１日療育をしている中で給食を提供して

もらっているが、保護者の協力で行ってい

る。

・お弁当ではむずかしい給食の必要性や成

果を感じるが、保護者の不足が大きい面が

年々ふえてきた。

・児童発達支援を提供する為の施設ではな

かった為、子ども達にとって、使い勝手が

悪い所がある。

・トイレが大人用→補助便器使用

         踏み台使用

・洗面台が高い→踏み台使用

・水道が自動→いつでも水が出る

事業所における自己評価総括表公表


